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医業収益・医業費用等に関する年次推移データ

【全国公私病院連盟、（社）日本病院会による「病院経営分析調査報告書」及び「病院経営実態

調査報告書」一般病院データより作成】

表１ 黒字、赤字病院構成比推移：総数（自治体、その他公的、民間）

表２ 黒字、赤字病院構成比推移：民間病院

資料１
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表３ 医業収益及び医業費用年次推移（H12年～20年、各６月）：一般病院１００床当、総数

表４ 医業収益及び医業費用（給与費、材料費、経費、減価償却費等）伸び率（H12年～20年、

各６月）※Ｈ１２年６月数値を100%とした場合：一般病院、総数
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表５ 100 床当り 医業収益と医業利益推移

表６ 医業費用費目別（給与費、材料費、経費、減価償却費）年次推移（Ｈ12年～20年、各６

月）：一般病院100床当り、総数
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表７ 医業費用（給与費、材料費、経費、減価償却費等）伸び率（Ｈ12年～20年、各６月）

※Ｈ12年6月数値を100％とした場合：一般病院、総数



① 7対1入院基本料算定病棟における夜間看護職員配置に関するデータ

【データ作成前提条件】

1．7対１入院基本料算定病棟

２．二交代制夜勤（16時間勤務）・31日／月、全看護職員が常勤者で等しく夜勤を行った場合（日勤のみの非常勤者等は存在しないものとする）

【表の見方】

１．平均夜勤時間における赤字部分は月平均夜勤時間72時間をオーバーしていることを示す。

２．一人当たり受持人数における赤字部分は、急性期病棟における夜間一人当たりの受持ちの適正人数を15名以内と仮定し、それを超えていることを示す。

３．枠で囲っている部分は、上記1及び２に当てはまらないもの。

25 床 18.00 人 3.44 回 55.1 時間 12.5 人 5.17 回 82.7 時間 8.3 人 6.89 回 110.2 時間 6.3 人
26 床 19.00 人 3.26 回 52.2 時間 13.0 人 4.89 回 78.3 時間 8.7 人 6.53 回 104.4 時間 6.5 人
27 床 20.00 人 3.10 回 49.6 時間 13.5 人 4.65 回 74.4 時間 9.0 人 6.20 回 99.2 時間 6.8 人
28 床 20.00 人 3.10 回 49.6 時間 14.0 人 4.65 回 74.4 時間 9.3 人 6.20 回 99.2 時間 7.0 人
29 床 21.00 人 2.95 回 47.2 時間 14.5 人 4.43 回 70.9 時間 9.7 人 5.90 回 94.5 時間 7.3 人
30 床 22.00 人 2.82 回 45.1 時間 15.0 人 4.23 回 67.6 時間 10.0 人 5.64 回 90.2 時間 7.5 人

一人当たり受持人数 一人当たり夜勤回数

7：1 2名夜勤体制の場合 3名夜勤体制の場合
病床数 夜勤人員 一人当たり夜勤回数 平均夜勤時間

4名夜勤体制の場合
平均夜勤時間 一人当たり受持人数 一人当たり夜勤回数 平均夜勤時間 一人当たり受持人数

資料２
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30 床 22.00 人 2.82 回 45.1 時間 15.0 人 4.23 回 67.6 時間 10.0 人 5.64 回 90.2 時間 7.5 人
31 床 23.00 人 2.70 回 43.1 時間 15.5 人 4.04 回 64.7 時間 10.3 人 5.39 回 86.3 時間 7.8 人
32 床 23.00 人 2.70 回 43.1 時間 16.0 人 4.04 回 64.7 時間 10.7 人 5.39 回 86.3 時間 8.0 人
33 床 24.00 人 2.58 回 41.3 時間 16.5 人 3.88 回 62.0 時間 11.0 人 5.17 回 82.7 時間 8.3 人
34 床 25.00 人 2.48 回 39.7 時間 17.0 人 3.72 回 59.5 時間 11.3 人 4.96 回 79.4 時間 8.5 人
35 床 25.00 人 2.48 回 39.7 時間 17.5 人 3.72 回 59.5 時間 11.7 人 4.96 回 79.4 時間 8.8 人
36 床 26.00 人 2.38 回 38.2 時間 18.0 人 3.58 回 57.2 時間 12.0 人 4.77 回 76.3 時間 9.0 人
37 床 27.00 人 2.30 回 36.7 時間 18.5 人 3.44 回 55.1 時間 12.3 人 4.59 回 73.5 時間 9.3 人
38 床 28.00 人 2.21 回 35.4 時間 19.0 人 3.32 回 53.1 時間 12.7 人 4.43 回 70.9 時間 9.5 人
39 床 28.00 人 2.21 回 35.4 時間 19.5 人 3.32 回 53.1 時間 13.0 人 4.43 回 70.9 時間 9.8 人
40 床 29.00 人 2.14 回 34.2 時間 20.0 人 3.21 回 51.3 時間 13.3 人 4.28 回 68.4 時間 10.0 人
41 床 30.00 人 2.07 回 33.1 時間 20.5 人 3.10 回 49.6 時間 13.7 人 4.13 回 66.1 時間 10.3 人
42 床 30.00 人 2.07 回 33.1 時間 21.0 人 3.10 回 49.6 時間 14.0 人 4.13 回 66.1 時間 10.5 人
43 床 31.00 人 2.00 回 32.0 時間 21.5 人 3.00 回 48.0 時間 14.3 人 4.00 回 64.0 時間 10.8 人
44 床 32.00 人 1.94 回 31.0 時間 22.0 人 2.91 回 46.5 時間 14.7 人 3.88 回 62.0 時間 11.0 人
45 床 33.00 人 1.88 回 30.1 時間 22.5 人 2.82 回 45.1 時間 15.0 人 3.76 回 60.1 時間 11.3 人
46 床 33.00 人 1.88 回 30.1 時間 23.0 人 2.82 回 45.1 時間 15.3 人 3.76 回 60.1 時間 11.5 人
47 床 34.00 人 1.82 回 29.2 時間 23.5 人 2.74 回 43.8 時間 15.7 人 3.65 回 58.4 時間 11.8 人
48 床 35.00 人 1.77 回 28.3 時間 24.0 人 2.66 回 42.5 時間 16.0 人 3.54 回 56.7 時間 12.0 人
49 床 35.00 人 1.77 回 28.3 時間 24.5 人 2.66 回 42.5 時間 16.3 人 3.54 回 56.7 時間 12.3 人
50 床 36.00 人 1.72 回 27.6 時間 25.0 人 2.58 回 41.3 時間 16.7 人 3.44 回 55.1 時間 12.5 人

上記表で示すとおり、2名夜勤体制では、31床以上で看護職員1人あたりの受持ち患者数が多くなる。

３名夜勤体制では、１病棟28床以下では月平均夜勤72時間をクリアすることが出来ず、46床以上で看護職員1人あたりの受持ち患者数が多くなる。

４名夜勤体制では、1病棟が38床以上である必要がある。４名夜勤体制では、1病棟が38床以上である必要がある。
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②10対1入院基本料算定病棟における夜間看護職員配置に関するデータ

【データ作成前提条件】

1．10対１入院基本料算定病棟

２．二交代制夜勤（16時間勤務）・31日／月、全看護職員が常勤者で等しく夜勤を行った場合（日勤のみの非常勤者等は存在しないものとする）

【表の見方】

１．平均夜勤時間における赤字部分は月平均夜勤時間72時間をオーバーしていることを示す。

２．一人当たり受持人数における赤字部分は、急性期病棟における夜間一人当たりの受持ちの適正人数を15名以内と仮定し、それを超えていることを示す。

３．枠で囲っている部分は、上記1及び２に当てはまらないもの。

25 床 13.00 人 4.77 回 76.3 時間 12.5 人 7.15 回 114.5 時間 8.3 人 9.54 回 152.6 時間 6.3 人
26 床 13.00 人 4.77 回 76.3 時間 13.0 人 7.15 回 114.5 時間 8.7 人 9.54 回 152.6 時間 6.5 人
27 床 14.00 人 4.43 回 70.9 時間 13.5 人 6.64 回 106.3 時間 9.0 人 8.86 回 141.7 時間 6.8 人
28 床 14.00 人 4.43 回 70.9 時間 14.0 人 6.64 回 106.3 時間 9.3 人 8.86 回 141.7 時間 7.0 人
29 床 15.00 人 4.13 回 66.1 時間 14.5 人 6.20 回 99.2 時間 9.7 人 8.27 回 132.3 時間 7.3 人
30 床 15.00 人 4.13 回 66.1 時間 15.0 人 6.20 回 99.2 時間 10.0 人 8.27 回 132.3 時間 7.5 人

１０：１
病床数 夜勤人員 一人当たり夜勤回数

2名夜勤体制の場合
平均夜勤時間 一人当たり受持人数

3名夜勤体制の場合
一人当たり受持人数

4名夜勤体制の場合
平均夜勤時間一人当たり夜勤回数 一人当たり夜勤回数 平均夜勤時間 一人当たり受持人数
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30 床 15.00 人 4.13 回 66.1 時間 15.0 人 6.20 回 99.2 時間 10.0 人 8.27 回 132.3 時間 7.5 人
31 床 16.00 人 3.88 回 62.0 時間 15.5 人 5.81 回 93.0 時間 10.3 人 7.75 回 124.0 時間 7.8 人
32 床 16.00 人 3.88 回 62.0 時間 16.0 人 5.81 回 93.0 時間 10.7 人 7.75 回 124.0 時間 8.0 人
…

39 床 20.00 人 3.10 回 49.6 時間 19.5 人 4.65 回 74.4 時間 13.0 人 6.20 回 99.2 時間 9.8 人
40 床 20.00 人 3.10 回 49.6 時間 20.0 人 4.65 回 74.4 時間 13.3 人 6.20 回 99.2 時間 10.0 人
41 床 21.00 人 2.95 回 47.2 時間 20.5 人 4.43 回 70.9 時間 13.7 人 5.90 回 94.5 時間 10.3 人
42 床 21.00 人 2.95 回 47.2 時間 21.0 人 4.43 回 70.9 時間 14.0 人 5.90 回 94.5 時間 10.5 人
43 床 22.00 人 2.82 回 45.1 時間 21.5 人 4.23 回 67.6 時間 14.3 人 5.64 回 90.2 時間 10.8 人
44 床 22.00 人 2.82 回 45.1 時間 22.0 人 4.23 回 67.6 時間 14.7 人 5.64 回 90.2 時間 11.0 人
45 床 23.00 人 2.70 回 43.1 時間 22.5 人 4.04 回 64.7 時間 15.0 人 5.39 回 86.3 時間 11.3 人
46 床 23.00 人 2.70 回 43.1 時間 23.0 人 4.04 回 64.7 時間 15.3 人 5.39 回 86.3 時間 11.5 人
47 床 24.00 人 2.58 回 41.3 時間 23.5 人 3.88 回 62.0 時間 15.7 人 5.17 回 82.7 時間 11.8 人
…

53 床 27.00 人 2.30 回 36.7 時間 26.5 人 3.44 回 55.1 時間 17.7 人 4.59 回 73.5 時間 13.3 人
54 床 27.00 人 2.30 回 36.7 時間 27.0 人 3.44 回 55.1 時間 18.0 人 4.59 回 73.5 時間 13.5 人
55 床 28.00 人 2.21 回 35.4 時間 27.5 人 3.32 回 53.1 時間 18.3 人 4.43 回 70.9 時間 13.8 人
56 床 28.00 人 2.21 回 35.4 時間 28.0 人 3.32 回 53.1 時間 18.7 人 4.43 回 70.9 時間 14.0 人
57 床 29.00 人 2.14 回 34.2 時間 28.5 人 3.21 回 51.3 時間 19.0 人 4.28 回 68.4 時間 14.3 人
58 床 29.00 人 2.14 回 34.2 時間 29.0 人 3.21 回 51.3 時間 19.3 人 4.28 回 68.4 時間 14.5 人
59 床 30.00 人 2.07 回 33.1 時間 29.5 人 3.10 回 49.6 時間 19.7 人 4.13 回 66.1 時間 14.8 人
60 床 30.00 人 2.07 回 33.1 時間 30.0 人 3.10 回 49.6 時間 20.0 人 4.13 回 66.1 時間 15.0 人

上記表で示すとおり、2名夜勤体制では、1病棟26床以下では月平均夜勤72時間をクリアすることができず、31床以上では看護職員1人あたりの受持ち患者数が多

くなる。くなる。

３名夜勤体制では、１病棟40床以下では月平均夜勤72時間をクリアすることが出来ない。４名夜勤体制になると１病棟が55床以上である必要がある。
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③13対1入院基本料算定病棟における夜間看護職員配置に関するデータ

【データ作成前提条件】

1．13対１入院基本料算定病棟

２．二交代制夜勤（16時間勤務）・31日／月、全看護職員が常勤者で等しく夜勤を行った場合（日勤のみの非常勤者等は存在しないものとする）

【表の見方】

１．平均夜勤時間における赤字部分は月平均夜勤時間72時間をオーバーしていることを示す。

２．一人当たり受持人数における赤字部分は、急性期病棟における夜間一人当たりの受持ちの適正人数を15名以内と仮定し、それを超えていることを示す。

３．枠で囲っている部分は、上記1及び２に当てはまらないもの。

30 床 12.00 人 5.17 回 82.7 時間 15.0 人 7.75 回 124.0 時間 10.0 人
31 床 12.00 人 5.17 回 82.7 時間 15.5 人 7.75 回 124.0 時間 10.3 人
32 床 13.00 人 4.77 回 76.3 時間 16.0 人 7.15 回 114.5 時間 10.7 人
33 床 13.00 人 4.77 回 76.3 時間 16.5 人 7.15 回 114.5 時間 11.0 人
34 床 14.00 人 4.43 回 70.9 時間 17.0 人 6.64 回 106.3 時間 11.3 人
35 床 14.00 人 4.43 回 70.9 時間 17.5 人 6.64 回 106.3 時間 11.7 人

一人当たり受持人数

13：１ 2名夜勤体制の場合 3名夜勤体制の場合
病床数 夜勤人員 一人当たり夜勤回数 平均夜勤時間 一人当たり受持人数 一人当たり夜勤回数 平均夜勤時間
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35 床 14.00 人 4.43 回 70.9 時間 17.5 人 6.64 回 106.3 時間 11.7 人
36 床 14.00 人 4.43 回 70.9 時間 18.0 人 6.64 回 106.3 時間 12.0 人
37 床 15.00 人 4.13 回 66.1 時間 18.5 人 6.20 回 99.2 時間 12.3 人
38 床 15.00 人 4.13 回 66.1 時間 19.0 人 6.20 回 99.2 時間 12.7 人
39 床 15.00 人 4.13 回 66.1 時間 19.5 人 6.20 回 99.2 時間 13.0 人
40 床 16.00 人 3.88 回 62.0 時間 20.0 人 5.81 回 93.0 時間 13.3 人
41 床 16.00 人 3.88 回 62.0 時間 20.5 人 5.81 回 93.0 時間 13.7 人
42 床 17.00 人 3.65 回 58.4 時間 21.0 人 5.47 回 87.5 時間 14.0 人
43 床 17.00 人 3.65 回 58.4 時間 21.5 人 5.47 回 87.5 時間 14.3 人
44 床 17.00 人 3.65 回 58.4 時間 22.0 人 5.47 回 87.5 時間 14.7 人
45 床 18.00 人 3.44 回 55.1 時間 22.5 人 5.17 回 82.7 時間 15.0 人
46 床 18.00 人 3.44 回 55.1 時間 23.0 人 5.17 回 82.7 時間 15.3 人
47 床 19.00 人 3.26 回 52.2 時間 23.5 人 4.89 回 78.3 時間 15.7 人
48 床 19.00 人 3.26 回 52.2 時間 24.0 人 4.89 回 78.3 時間 16.0 人
49 床 19.00 人 3.26 回 52.2 時間 24.5 人 4.89 回 78.3 時間 16.3 人
50 床 20.00 人 3.10 回 49.6 時間 25.0 人 4.65 回 74.4 時間 16.7 人
51 床 20.00 人 3.10 回 49.6 時間 25.5 人 4.65 回 74.4 時間 17.0 人
52 床 20.00 人 3.10 回 49.6 時間 26.0 人 4.65 回 74.4 時間 17.3 人
53 床 21.00 人 2.95 回 47.2 時間 26.5 人 4.43 回 70.9 時間 17.7 人
54 床 21.00 人 2.95 回 47.2 時間 27.0 人 4.43 回 70.9 時間 18.0 人
55 床 22.00 人 2.82 回 45.1 時間 27.5 人 4.23 回 67.6 時間 18.3 人

上記表で示すとおり、2名夜勤体制では、1病棟33床以下では月平均夜勤72時間をクリアすることができず、31床以上では看護職員1人あたりの受持ち

患者数が多くなる。

３名夜勤体制では、１病棟53床以下では月平均夜勤72時間をクリアすることが出来ない。３名夜勤体制では、１病棟53床以下では月平均夜勤72時間をクリアすることが出来ない。

3



④15対1入院基本料算定病棟における夜間看護職員配置に関するデータ

【データ作成前提条件】

1．15対１入院基本料算定病棟

２．二交代制夜勤（16時間勤務）・31日／月、全看護職員が常勤者で等しく夜勤を行った場合（日勤のみの非常勤者等は存在しないものとする）

【表の見方】

１．平均夜勤時間における赤字部分は月平均夜勤時間72時間をオーバーしていることを示す。

２．一人当たり受持人数における赤字部分は、急性期病棟における夜間一人当たりの受持ちの適正人数を15名以内と仮定し、それを超えていることを示す。

３．枠で囲っている部分は、上記1及び２に当てはまらないもの。

30 床 10.00 人 6.20 回 99.2 時間 15.0 人 9.30 回 148.8 時間 10.0 人
31 床 11.00 人 5.64 回 90.2 時間 15.5 人 8.45 回 135.3 時間 10.3 人
32 床 11.00 人 5.64 回 90.2 時間 16.0 人 8.45 回 135.3 時間 10.7 人
33 床 11.00 人 5.64 回 90.2 時間 16.5 人 8.45 回 135.3 時間 11.0 人
34 床 12.00 人 5.17 回 82.7 時間 17.0 人 7.75 回 124.0 時間 11.3 人
35 床 12.00 人 5.17 回 82.7 時間 17.5 人 7.75 回 124.0 時間 11.7 人

15：１ 2名夜勤体制の場合 3名夜勤体制の場合
病床数 夜勤人員 一人当たり夜勤回数 平均夜勤時間 一人当たり受持人数 一人当たり夜勤回数 平均夜勤時間 一人当たり受持人数

④

35 床 12.00 人 5.17 回 82.7 時間 17.5 人 7.75 回 124.0 時間 11.7 人
36 床 12.00 人 5.17 回 82.7 時間 18.0 人 7.75 回 124.0 時間 12.0 人
37 床 13.00 人 4.77 回 76.3 時間 18.5 人 7.15 回 114.5 時間 12.3 人
38 床 13.00 人 4.77 回 76.3 時間 19.0 人 7.15 回 114.5 時間 12.7 人
39 床 13.00 人 4.77 回 76.3 時間 19.5 人 7.15 回 114.5 時間 13.0 人
40 床 14.00 人 4.43 回 70.9 時間 20.0 人 6.64 回 106.3 時間 13.3 人
41 床 14.00 人 4.43 回 70.9 時間 20.5 人 6.64 回 106.3 時間 13.7 人
42 床 14.00 人 4.43 回 70.9 時間 21.0 人 6.64 回 106.3 時間 14.0 人
43 床 15.00 人 4.13 回 66.1 時間 21.5 人 6.20 回 99.2 時間 14.3 人
44 床 15.00 人 4.13 回 66.1 時間 22.0 人 6.20 回 99.2 時間 14.7 人
45 床 15.00 人 4.13 回 66.1 時間 22.5 人 6.20 回 99.2 時間 15.0 人
…

57 床 19.00 人 3.26 回 52.2 時間 28.5 人 4.89 回 78.3 時間 19.0 人
58 床 20.00 人 3.10 回 49.6 時間 29.0 人 4.65 回 74.4 時間 19.3 人
59 床 20.00 人 3.10 回 49.6 時間 29.5 人 4.65 回 74.4 時間 19.7 人
60 床 20.00 人 3.10 回 49.6 時間 30.0 人 4.65 回 74.4 時間 20.0 人

上記表で示すとおり、2名夜勤体制では、1病棟39床以下では月平均夜勤72時間をクリアすることができず、30床以上では看護職員1人あたりの受持ち

患者数が多くなる。

３名夜勤体制では、１病棟あたりの限度である60床であっても月平均夜勤72時間をクリアすることが出来ない。

④


